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減量規定
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商品名

照射部位

生理食塩液

デキサート

投与時間投与ルート

点滴

カルセド 40 5分
50 ml （全開）

点滴(側管)mg/㎡

終了後メイン再開

メイン中断

標準投与量

内服

内服

40
カルセド

Gy

疾患名

特記事項
・副作用として血液毒性（白血球減少）が高頻度に現れる
・血管外漏出時には水胞性皮膚壊死を起こす
・次クール治療時、減量の目安としては以下を参照すること
①白血球数＜1000、好中球数＜500が4日以上継続した場合②血小板の最低値＜5万の場合③発熱を伴う好中球減少（＜1000）が認められた場合
※効果が認められる場合は、総サイクル数を超えて繰り返し投与可能

薬品名

mg/㎡

3段階減量
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内服

小細胞肺がん（※4～6サイクル）

1段階減量

点滴

mg/㎡

2段階減量
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用法


